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【手続補正書】
【提出日】平成23年1月24日(2011.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リチオ化及び脱リチオ化を受けることが可能な粉末材料と、
　　前記粉末材料は、スズ、スズ合金、炭素及びこれらの組み合わせから選択される、
　リチウムポリアクリレートを含む非弾性結合剤と、
を含んでなる、負極用電極組成物。
【請求項２】
　リチオ化及び脱リチオ化を受けることが可能な粉末材料と、
　　前記粉末材料は、スズ、スズ合金、シリコン、シリコン合金、炭素及びこれらの組み
　　合わせから選択される、
　リチウムポリスチレンスルホネート、リチウムポリスルホネートフルオロポリマー、マ
レイン酸又はスルホン酸を含むコポリマーのリチウム塩、ポリアクリロニトリルポリマー
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、硬化フェノール樹脂、硬化グルコース及びこれらの組み合わせから選択される結合剤と
、を含んでなる、電極組成物。
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